
一
般
会
計　
歳
入

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額

は
、
は
、
7171
億
４
，１
０
９
万
７
千
円
と
な
り
、
前
年

億
４
，１
０
９
万
７
千
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と

度
と
比
較
す
る
と
1616
億
５
，２
２
６
万
４
千
円
、

億
５
，２
２
６
万
４
千
円
、

率
に
し
て
３
０
．１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

率
に
し
て
３
０
．１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の

　
歳
入
の
う
ち
一
番
大
き
な
割
合
を
占
め
た
の

は
、
普
通
交
付
税

は
、
普
通
交
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税
1919
億
９
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０
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万
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億
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０
０
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特
別
交
付
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１
億
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３
７
万
１
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と
特
別
交
付
税
１
億
８
，２
３
７
万
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か
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な
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地
方
交
付
税
の

円
か
ら
な
る
地
方
交
付
税
の
2121
億
７
，

億
７
，

９
３
７
万
７
千
円
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、
歳
入
全
体
の
３
０
．５
％

９
３
７
万
７
千
円
で
、
歳
入
全
体
の
３
０
．５
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を
占
め
ま
し
た
。
次
に
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た
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、
国
庫

を
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め
ま
し
た
。
次
に
多
か
っ
た
の
は
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庫

支
出
金
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支
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の
1818
億
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，０
８
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千
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、
歳
入

億
７
，０
８
２
万
９
千
円
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歳
入

全
体
の
２
６
．２
％
を
占
め
、
前
年
度
と
比
べ

全
体
の
２
６
．２
％
を
占
め
、
前
年
度
と
比
べ

３
０
１
．４
％
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
国
庫
支
出

３
０
１
．４
％
増
加
と
な
り
ま
し
た
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。
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説

用
語
解
説

※
１　
合
併
特
例
債

※
１　
合
併
特
例
債

　
市
町
村
合
併
推
進
の
た
め
に
設

　
市
町
村
合
併
推
進
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
制
度
で
、
合
併
し
た
年

け
ら
れ
た
制
度
で
、
合
併
し
た
年

度
と
そ
れ
に
続
く

度
と
そ
れ
に
続
く
1515
年
間
借
り
入

年
間
借
り
入

れ
る
こ
と
の
で
き
る
地
方
債
で
す
。

れ
る
こ
と
の
で
き
る
地
方
債
で
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
合
併
市
町

　
対
象
と
な
る
の
は
、
合
併
市
町

村
の
建
設
計
画
に
基
づ
く
一
定
の

村
の
建
設
計
画
に
基
づ
く
一
定
の

事
業
や
、
合
併
市
町
村
振
興
の
た

事
業
や
、
合
併
市
町
村
振
興
の
た

め
の
基
金
造
成
の
資
金
で
す
。
な

め
の
基
金
造
成
の
資
金
で
す
。
な

お
、
お
、
元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
後

年
度
普
通
交
付
税
と
し
て
国
か
ら

自
治
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。。

※
２　
臨
時
財
政
対
策
債

※
２　
臨
時
財
政
対
策
債

　
地
方
一
般
財
源
の
不
足
を
補
う

　
地
方
一
般
財
源
の
不
足
を
補
う

た
め
に
、
地
方
交
付
税
の
一
部
を

た
め
に
、
地
方
交
付
税
の
一
部
を

振
り
替
え
て
特
例
と
し
て
発
行
さ

振
り
替
え
て
特
例
と
し
て
発
行
さ

れ
る
地
方
債
で
す
。

れ
る
地
方
債
で
す
。

　
借
り
た
お
金
は
一
般
財
源
と
し

　
借
り
た
お
金
は
一
般
財
源
と
し

て
自
由
に
使
え
、

て
自
由
に
使
え
、
元
利
償
還
金
は

全
て
後
年
度
に
普
通
交
付
税
と
し

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。。

す
る
特
別
定
額
給
付
金
に
対
す
る
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助
金
な
ど

す
る
特
別
定
額
給
付
金
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対
す
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補
助
金
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が
交
付
さ
れ
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こ
と
に
よ
り
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前
年
度
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比
べ

が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

て
大
幅
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増
加
と
な
り
ま
し
た
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て
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
債
の
借
入
額
は
３
億
８
，

　

ま
た
、
町
債
の
借
入
額
は
３
億
８
，

２
６
９
万
２
千
円
で
、
歳
入
全
体
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５
．４
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を

２
６
９
万
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千
円
で
、
歳
入
全
体
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５
．４
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を
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ま
し
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。
そ
の
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ち
合
併
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債

占
め
ま
し
た
。
そ
の
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ち
合
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債
※
１
※
１
を
活
を
活

用
し
て
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
（
別
所
橋

用
し
て
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
事
業
（
別
所
橋

橋
り
ょ
う
修
繕
工
事
な
ど
）
な
ど
を
実
施
す
る
た

橋
り
ょ
う
修
繕
工
事
な
ど
）
な
ど
を
実
施
す
る
た

め
に
４
，９
９
０
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

め
に
４
，９
９
０
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
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会
計
の
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決
算
額
は
、

　

一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
6868
億
３
，

億
３
，

５
４
５
万
７
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す

５
４
５
万
７
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
る
と
1515
億
７
，３
０
５
万
４
千
円
、
率
に
し
て

億
７
，３
０
５
万
４
千
円
、
率
に
し
て

２
９
．９
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

２
９
．９
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
2
年
度

決 
算

地方交付税
21億7,937万7千円(30.5%)

町税
13億2,901万5千円(18.6%)

国県支出金
23億1,179万円(32.4%)

各種譲与税・交付金
4億61万1千円(5.5%)

町債
3億8,269万2千円(5.4%)

繰越金
2億2,643万円(3.2%)

諸収入
1億442万1千円(1.5%)

その他
2,652万4千円(0.4%)

使用料及び手数料
1,527万9千円(0.2%)

分担金及び負担金
2,089万1千円(0.3%)

繰入金
1億3,421万5千円(1.9%)

地方特例交付金
985万2千円(0.1%)

歳入
71億4,109万7千円

民生費
14億3,620万6千円(21.0%)

総務費
22億86万5千円(32.2%)

衛生費
4億7,874万8千円(7.0%)

公債費
6億8,199万7千円(10.0%)

教育費
7億1,539万5千円(10.5%)

土木費
2億8,955万7千円(4.2%)

消防費
3億3,649万5千円(4.9%)

労働費
223万3千円(0.0%)

農林水産業費
1億4,764万4千円(2.2%)

商工費
3億1,485万1千円(4.6%)

議会費
7,695万7千円(1.1%)

災害復旧費
1億5,450万9千円(2.3%)

歳出
68億3,545万7千円

令和 2 年度　決算
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感
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付
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取
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．２
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進
す
る
た
め

　
ま
た
、
若
い
世
代
の
転
入
を
促
進
す
る
た
め

若
者
限
定
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
ま
ち
ん
な
か
」

若
者
限
定
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
ま
ち
ん
な
か
」

の
運
営
や
空
き
家
の
斡
旋
な
ど
の
移
住
定
住
希

の
運
営
や
空
き
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の
斡
旋
な
ど
の
移
住
定
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希

望
者
の
支
援
、
町
民
の
移
動
手
段
と
し
て
路
線

望
者
の
支
援
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町
民
の
移
動
手
段
と
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て
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線

バ
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に
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ー
の
手
法
を
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を
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よ
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援
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の
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用
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体
制
の
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、
公
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の
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、
公

共
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持
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り
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に

共
交
通
体
系
の
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持
、
地
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く
り
の
推
進
に

取
り
組
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ま
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た
。

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
次
に
多
か
っ
た
の
は
民
生
費
で
、
主
な
内
容

　
次
に
多
か
っ
た
の
は
民
生
費
で
、
主
な
内
容

で
は
、
一
時
預
か
り
、
時
間
外
保
育
、
障
害
児

で
は
、
一
時
預
か
り
、
時
間
外
保
育
、
障
害
児

保
育
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
の
病
児

保
育
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
の
病
児

病
後
児
預
か
り
な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

病
後
児
預
か
り
な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

の
提
供
や
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

の
無
料
化
、
介
護
予
防
や
認
知
症
に
関
す
る
知

の
無
料
化
、
介
護
予
防
や
認
知
症
に
関
す
る
知

識
の
普
及
啓
発
と
高
齢
者
の
介
護
予
防
ボ
ラ
ン

識
の
普
及
啓
発
と
高
齢
者
の
介
護
予
防
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
子
育
て
支
援

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
子
育
て
支
援

の
推
進
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
と
も
に
、
食

の
推
進
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
と
も
に
、
食

を
通
じ
て
の
健
康
と
い
う
も
の
を
テ
ー
マ
に
、

を
通
じ
て
の
健
康
と
い
う
も
の
を
テ
ー
マ
に
、

保
育
園
給
食
の
充
実
と
高
齢
者
の
食
の
改
善
に

保
育
園
給
食
の
充
実
と
高
齢
者
の
食
の
改
善
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
教
育
費
で
は
、
小
・
中
学
校
給
食
の
内
容
充

　
教
育
費
で
は
、
小
・
中
学
校
給
食
の
内
容
充

実
に
よ
る
食
育
教
育
や
少
人
数
に
よ
る
き
め
細

実
に
よ
る
食
育
教
育
や
少
人
数
に
よ
る
き
め
細

か
な
教
育
の
実
現
の
た
め
の
少
人
数
指
導
・
複

か
な
教
育
の
実
現
の
た
め
の
少
人
数
指
導
・
複

式
学
級
改
善
に
向
け
た
教
員
配
置
、
明
覚
小
学

式
学
級
改
善
に
向
け
た
教
員
配
置
、
明
覚
小
学

校
の
プ
ー
ル
改
築
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
コ
ン

校
の
プ
ー
ル
改
築
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
端
末
配
備
・
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

ピ
ュ
ー
タ
端
末
配
備
・
校
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

な
ど
学
校
教
育
の
充
実
、

な
ど
学
校
教
育
の
充
実
、  

地
域
学
習
の
場
と
し

地
域
学
習
の
場
と
し

て
の
小
倉
城
跡
整
備
な
ど
の
文
化
財
保
存
と
継

て
の
小
倉
城
跡
整
備
な
ど
の
文
化
財
保
存
と
継

承
、
生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

承
、
生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ン
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
公
債
費
で
は
、
合
併
後

　
公
債
費
で
は
、
合
併
後
1010
年
を
目
途
に
整
備

年
を
目
途
に
整
備

を
す
す
め
て
き
た
公
共
事
業
の
財
源
と
し
て
こ

を
す
す
め
て
き
た
公
共
事
業
の
財
源
と
し
て
こ

れ
ま
で
発
行
し
た
合
併
特
例
債
の
元
利
償
還
が

れ
ま
で
発
行
し
た
合
併
特
例
債
の
元
利
償
還
が

本
格
化
し
、
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債

本
格
化
し
、
ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
※
２
※
２
な
ど
な
ど

の
元
金
償
還
額
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
公
債

の
元
金
償
還
額
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
公
債

費
全
体
は
増
加
し
ま
し
た
。

費
全
体
は
増
加
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
衛
生
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
全
世
帯
を
対
象
に
当
時
入
手

症
対
策
と
し
て
、
全
世
帯
を
対
象
に
当
時
入
手

困
難
で
あ
り
ま
し
た
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

困
難
で
あ
り
ま
し
た
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

液
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
健
康
観
察
記

液
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
健
康
観
察
記

録
表
と
健
康
通
信
を
定
期
的
に
全
戸
配
布
し
、

録
表
と
健
康
通
信
を
定
期
的
に
全
戸
配
布
し
、

感
染
予
防
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
疾
病
の
早

感
染
予
防
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。
疾
病
の
早

期
発
見
の
た
め
感
染
対
策
を
十
分
行
っ
た
環
境

期
発
見
の
た
め
感
染
対
策
を
十
分
行
っ
た
環
境

の
下
、
乳
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が

の
下
、
乳
が
ん
検
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
母
子
や
精
神
保
健

ん
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
母
子
や
精
神
保
健

に
関
す
る
教
室
や
訪
問
な
ど
が
難
し
い
期
間

に
関
す
る
教
室
や
訪
問
な
ど
が
難
し
い
期
間

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
対
応
に
努
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
事
業
と
し

　
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
事
業
と
し

て
「
ご
み
減
量
化
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
す
る

て
「
ご
み
減
量
化
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
循
環
型
地
域
社
会
の
形
成
を
推

こ
と
に
よ
り
、
循
環
型
地
域
社
会
の
形
成
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
費
で
は
、
火
災
に
限
ら
ず
大
規
模
な
豪

　

消
防
費
で
は
、
火
災
に
限
ら
ず
大
規
模
な
豪

雨
、
地
震
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
に
日
頃
か
ら
備

雨
、
地
震
な
ど
の
災
害
リ
ス
ク
に
日
頃
か
ら
備

え
る
こ
と
に
よ
り
防
災
・
減
災
力
の
強
化
に
取

え
る
こ
と
に
よ
り
防
災
・
減
災
力
の
強
化
に
取

り
組
み
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
世
帯
に
配
布

り
組
み
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
全
世
帯
に
配
布

す
る
な
ど
、
生
命
財
産
が
守
ら
れ
る
誰
に
と
っ

す
る
な
ど
、
生
命
財
産
が
守
ら
れ
る
誰
に
と
っ

て
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

て
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
へ
の
資
機
材
購
入
費
等
に
対
す
る
補
助
金

組
織
へ
の
資
機
材
購
入
費
等
に
対
す
る
補
助
金

交
付
な
ど
、
防
災
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

交
付
な
ど
、
防
災
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
商
工
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　
商
工
費
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
応
す
る
地
域
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

症
に
対
応
す
る
地
域
商
品
券
発
行
事
業
補
助
金

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
前

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
べ
て
率
に
し
て
、
２
５
７
．７
％
の
大

年
度
と
比
べ
て
率
に
し
て
、
２
５
７
．７
％
の
大

幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
組
織
と
し
て
新
た
に
観
光
推
進

　
ま
た
、
町
の
組
織
と
し
て
新
た
に
観
光
推
進

室
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興
の
体
制
強

室
を
設
置
し
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興
の
体
制
強

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
の
玄
関
口
で
あ

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
の
玄
関
口
で
あ

る
明
覚
駅
の
駅
舎
の
一
部
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら

る
明
覚
駅
の
駅
舎
の
一
部
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら

借
り
受
け
、
観
光
協
会
と
協
力
し
て
観
光
案
内

借
り
受
け
、
観
光
協
会
と
協
力
し
て
観
光
案
内

機
能
を
強
化
し
た
拠
点
と
し
て
改
修
す
る
な

機
能
を
強
化
し
た
拠
点
と
し
て
改
修
す
る
な

ど
、
地
域
の
魅
力
発
揮
に
よ
る
観
光
活
性
化
の

ど
、
地
域
の
魅
力
発
揮
に
よ
る
観
光
活
性
化
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
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